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２０１９年５月１３日 

各 位 

株式会社 山口フィナンシャルグループ 

株式会社 YMFG ZONEプラニング 

 

「まちの魅力再発掘プロジェクト」に対する取組みについて 

 

山口フィナンシャルグループ（社長 吉村 猛）の子会社であるＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラ

ニング（社長 椋梨 敬介）は、下関市（市長 前田 晋太郎）が実施する「下関市まちの魅

力再発掘プロジェクト支援業務」の委託を受けており、Ｄ＆ＤＥＰＡＲＴＭＥＮＴ（代表  

ナガオカケンメイ）等と連携し、下関市の海峡エリアのまちづくりに関する取組みを行い

ますのでお知らせいたします。 

記 

 

１．「まちの魅力再発掘プロジェクト」概要 

（１）プロジェクト概要 

本プロジェクトは、唐戸地区を中心とする海峡エリアをターゲットに、地域に根付

いている「食・文化・芸術・景観」などの資源を活かした魅力あるスポットの構築によ

り、周遊・滞在型観光地を目指すため、市民や事業者等を巻き込み育成しながら、まち

の魅力の再発掘やエリアビジョン・施策の策定を２年間に亘って段階的に進めてまいり

ます。 

初年度は、地域の魅力（地域資源）を再確認するとともに、エリアの現状と課題、可

能性を共有するため、市民等がワークショップや取材などを通じ、地域らしさやまちづ

くりをデザインの視点から考えながら観光ガイドとしてまとめます。なお、来年３月に

は完成イベントを行う予定です。 

 

（２）プロジェクト全体の取組みスケジュール（予定） 

 

 

 

 

２．キックオフイベント概要 

プロジェクトの開始にあたり、下記のとおりキックオフイベントを開催いたします。 

（１）日  時：２０１９年６月２９日（土）１４：００～１６：３０ 

（２）会  場：下関市生涯学習プラザＤＲＥＡＭ ＳＨＩＰ宙のホール（下関市細江町３丁目１－１） 

（３）プログラム 

・第１部：講演会（講師：Ｄ＆ＤＥＰＡＲＴＭＥＮＴ 代表 ナガオカケンメイ） 

   ・第２部：ワークショップ（下関エリアのおすすめスポットをディスカッション） 

【キックオフイベント】 

機運醸成 × 地域資源の収集 

【２０１９年度】 

まちの魅力再発掘 

【２０２０年度】 

エリアビジョン・施策の策定 



（４）参 加 費：無料 

（５）定  員：８０名（定員を超えた場合、抽選になる可能性があります） 

（６）申込方法：下記 URL より必要事項をご記入のうえお申し込みください 

        （フォームアドレス）https://forms.gle/qSDpRaVV7QauuZKT6 

（７）申込締切：２０１９年６月１４日（金） 

 

３．ワークショップ概要 

（１）スケジュール 

  ［ワークショップ①］ ２０１９年７月６日（土）１４：００～１６：００ 

・第１部：ワークショップで挙がったおすすめのスポットについて検討し取材候補地を決定 

・第２部：ロケハン（取材候補地視察）のポイントをレクチャー 

・宿 題：実際にロケハンに行ってくる 

［ワークショップ②］ ２０１９年９月１４日（土）１４：００～１７：００ 

・第１部：ロケハンの発表会 

・第２部：取材地のマナー、写真の撮り方、原稿の書き方のレクチャー 

・宿 題：取材をして原稿を書く 

［ワークショップ③］ ２０１９年１１月９日（土）１４：００～１６：００ 

・第１部：編集部による添削例を見ながら、原稿執筆の注意点を学ぶ 

・第２部：グループごとの個別添削、校正確認のマナーをレクチャー 

・宿 題：原稿を修正し、校正確認を受ける 

（２）参加対象者 

   ・キックオフイベントとワークショップ①②③の全てに参加ができる方 

   ・デジタルカメラ等がご用意できる方 

   ・パソコンからのメールが受信できるメールアドレスをお持ちの方 

   ・取材にかかる経費（交通費やロケハン代）を自己負担していただける方 

   ・完成まで諦めずにやり通せる方 

（３）参 加 費：無料 

（４）定  員：２４名（応募者多数の場合は選考となります） 

（５）申込方法：下記 URL より必要事項をご記入のうえお申し込みください 

        （フォームアドレス）https://forms.gle/jc977R42Cg8hCD7z8 

（６）申込締切：２０１９年６月１４日（金） 

以 上 

 

 

 
【本件に関するお問合せ先】 

株式会社 ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング 

蔵重・網田・立石・吉川  TEL：083-223-4202 
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参加者
 募集中！

市民の皆さんと
つくる観光ガイド

デザインの視点で
 「山口県下関エリア」の観光ガイドを
制作するワークショップが始まります。

ロングライフデザインをテーマに活動するD&DEPARTMENTが、それぞれの
土地に長く続く「個性」「らしさ」をデザイン的視点から選び出し、観光ガイド
としてまとめた『d design travel』。今回、『d design travel』の編集方式に沿っ
て、山口県下関を中心としたエリアを紹介する特別編集号を、3回のワーク
ショップを通して参加者のみなさんと一緒に制作します。
ワークショップに先駆けて『d design travel』発行人のナガオカケンメイがトー
クイベントを行います。その後24名の参加者を募り、編集部とともに山口県
下関エリア号を制作します。

 〈キックオフ〉  山口県下関らしさを

 考える・トークイベント
日時：2019年6月29日（土）14:00-16:30

場所：下関市生涯学習プラザ DREAM SHIP
（山口県下関市細江町3-1-1）

定員：80名

山口県下関エリア号を

 つくる・ワークショップ
2019年7月6日（土）14:00-16:00

2019年9月14日（土）14:00-17:00

2019年11月9日（土）14:00-16:00

1

2

3

SHIMONOSEKI
海峡エリア



トークイベント＆ワークショップ 参加者募集

山口県下関エリア号

山口県下関らしさを

考える・トークイベント

山口県下関エリア号を

つくる・ワークショップ

ワークショップスケジュール ワークショップへの参加方法

トークイベントの参加申込トークイベントスケジュール

d design travel WORKSHOP 

d design travel 編集部による3回のレクチャーにより、ワークショップ号に掲載する「その土地らしさ」が見出せる場所の選定、取材の方法、自分たち
の言葉で伝える原稿の書き方を学べるワークショップです。実際にご寄稿いただいた原稿をもとに、一冊のタブロイド誌を作り上げていきます。

1965年北海道生まれ。2000年よりロングライフデザインを提唱する
D&DEPARTMENT PROJECTを開始する。2009年、デザインの視点で日本を
紹介するガイドブック『d design travel』を創刊。2012年、渋谷ヒカリエに
47都道府県の個性を発信するミュージアム「d47 MUSEUM」、ストア、食
堂をオープン。物販、飲食、出版、観光を通して、47の日本の「らしさ」を見
直す活動を展開中。
http://www.d-department.com

会　場 ： 下関市生涯学習プラザDREAM SHIP（山口県下関市細江町3-1-1）
第１部 ： 『d design travel』発行人のナガオカケンメイ氏による講演
第２部 ：６つのグループに分かれて山口県下関エリアのおすすめスポット 

 をディスカッション
参加費 ： 無料 

定　員 ： 80名
　

持　物 ： 筆記用具

●トークイベントとワークショップ①-③の全てに参加ができる方

※最低２回は当日参加をお願いします

●デジタルカメラをご用意できる方（iPhone 6 以降機種なら可）

●パソコンからのメールが受信できるメールアドレスをお持ちの方

●取材にかかる経費（交通費やロケハン代）を自己負担していただける方

●完成まで諦めずにやり通せる方

▶参加費 ： 無料

▶定員 ： 24名（応募者多数の場合は選考）

▶申込み ： 参加希望の方は、応募項目をご記入の上、　

　下記のフォームよりお申し込みください。

▶応募項目 ： ①お名前 ②年齢 ③ご住所 ④ご職業 ⑤勤務地 ⑥パソコンの

　メールアドレス ⑦携帯電話番号 ⑧志望の動機 

▶応募フォームアドレス ： 

　https://forms.gle/KPEFYUHYM9P32Qmf6

▶応募締切 : 2019年6月14日（金）

▶参加通知 ： 厳選なる選考の上、7月3日（水）までにメールで通知

運営 ：YMFG ZONEプラニング・D&DEPARTMENT PROJECT　　問合せ：YMFG ZONEプラニング TEL:083-223-4202
※完成原稿は、d design travel本誌やD&DEPARTMENTおよび山口県下関市や関連ウェブサイト等に掲載、ネットでの配信、ダイジェスト版や翻訳版の制作、PR、広報等に使用します。予めご了承の上、ご
参加ください。※皆様からお預かりした個人情報はd design travel 山口県下関エリア号事務局が当該ワークショップに関する目的のみに使用し、同意なくしては第三者に提供いたしません。

▶申込方法 ： 参加希望の方は下記のURLもしくはQRより、
必要事項をご記入の上お申し込み下さい。
▶フォームアドレス ：

　 https://forms.gle/SXhMCN4uDYxBMeNk7

▶申込締切 ： 2019年6月14日（金）

vol.9 d design travel 山口号

2019年6月29日（土）14：00-16:30（受付・開場 13：30）

会　場 ： 参加者に後日ご連絡
第１部： 6月29日のグループディスカッションで挙がったおすすめの

　　　　スポットについて検討し、取材候補地を決めます。

第２部 ： ロケハン（取材候補地視察）のポイントをレクチャー

宿　題 ： 実際にロケハンに行ってくる

［ワークショップ①］ 2019年7月6日（土） 14：00-16：00

会　場 ： 参加者に後日ご連絡
第１部 ： ロケハンの発表会

第２部 ： 取材地のマナー、写真の撮り方、原稿の書き方のレクチャー

宿　題 ： 取材をして原稿を書く

［ワークショップ②］ 2019年9月14日（土） 14：00-17：00

会　場 ： 参加者に後日ご連絡
第１部 ： 編集部による添削例を見ながら、原稿執筆の注意点を学ぶ

第２部 ： グループごとの個別添削、校正確認のマナーをレクチャー

宿　題 ： 原稿を修正し、校正確認を受ける

［ワークショップ③］ 2019年11月9日（土） 14：00-16：00

ワークショップへの参加は下記の条件が可能な方が対象となります。

主催 ： 下関市

※定員を超えた場合、抽選になる可能性がございます。

※参考資料として『d design travel YAMAGUCHI』号
（1,512円）を販売いたします。

本件は、「下関市まちの魅力再発掘プロジェクト」の関連事業です。
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